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建築設計・構造技術分野 

実践建築設計のプレゼンテーション〈ARCHICAD 編〉 
～BIM を使用した設計イメージを習得するコース～ 

受講対象者 
建築設計に従事している方、及びこれから建築設計に従事しようとする方 

（BIM 導入を検討している方） 

講習内容等 

クライアントに建物を提案する際の可視化した 

３次元パース作成について習得します。 

 

・敷地作成 

・柱／梁／スラブ／壁／階段の作成及び材質 

 の設定 

・３次元表示による確認／レンタリング 

・立面図／断面図の生成 

・各部材の体積／面積の集計表や建具表の作成 

講師 ポリテクセンター千葉 

【使用機器等】 
BIM ソフト ARCHICAD20、 

開発元グラフィソフトジャパン(株)作成の演習資料「ARCHICAD Magic」 

【持参品】 筆記用具 

コース番号 日    程 

H1401 平成 29 年 8 月 5 日（土）、6 日（日） 

H1402 平成 30 年 1 月 6 日（土）、7 日（日） 

日  数 時   間 定員 受 講 料 

2 日間（12 時間） 9:10～16:00（6 時間／日） 10 名 8,000 円（税込） 

 
建築設計・構造技術分野 

木造住宅における壁量計算技術 
～木造住宅の構造計画における壁量計算の知識と手順を習得するコース～ 

受講対象者 木造住宅の構造計画に係る業務に従事している方、及びこれから従事しようとする方 

講習内容等 

木造住宅の計画・設計業務における問題解決と

業務の改善、品質の向上をめざして、法改正に

対応した壁量計算に関する知識と計算の手順

を習得します。 

 

・木造住宅構造計算ルート 

・壁量計算 

・壁配置のチェック（四分割法） 

・接合部のチェック（N 値計算） 

講師 ポリテクセンター千葉 

【使用機器等】  

【持参品】 
電卓、筆記用具 
参考書「ひとりで学べる木造の壁量設計演習帳」（日本建築センター）をご準備ください。 
（定価：3,333 円+税） 

コース番号 日    程 

H1501 平成 29 年 4 月 15 日（土）、22 日（土） 

H1502 平成 29 年 6 月 24 日（土）、 7 月 1 日（土） 

H1503 平成 29 年 8 月 5 日（土）、 6 日（日） 

日  数 時   間 定員 受 講 料 

2 日間（12 時間） 9:10～16:00（6 時間／日） 10 名 8,000 円（税込） 

建築設計・構造技術分野 

木造住宅における性能表示（構造の安定編） 
～木造住宅の構造計画における性能表示の知識と手順を習得するコース～ 

受講対象者 木造住宅の構造計画に係る業務に従事している方、及びこれから従事しようとする方 

講習内容等 

木造住宅の計画・設計業務における問題解決と業務の改善、品質の向上をめざして、木造住

宅のための性能表示、長期優良住宅に対応した構造計画手法と設計の手順を習得します。 

 

・木造住宅の住宅性能表示 

・構造の安定に関すること 

・壁量のチェック 

・床倍率のチェック 

・接合部のチェック 

講師 ポリテクセンター千葉 

【使用機器等】  

【持参品】 
電卓、筆記用具 
参考書「ひとりで学べる木造の壁量設計演習帳」（日本建築センター）をご準備ください。 
（定価：3,333 円+税） 

コース番号 日    程 

H1601 平成 29 年 10 月 14 日（土）、21 日（土） 

日  数 時   間 定員 受 講 料 

2 日間（12 時間） 9:10～16:00（6 時間／日） 10 名 8,000 円（税込） 

 

⑭ ○セミナー受講後の利用者の声③　～居住系・生産管理セミナー～

　平成 28 年度に能力開発セミナーを受講した方々の声です。

 受講者の声

a.　空調機器の据付け及び点検が、どのように行われているか理解できた。

	 （｢ 実践的な冷媒配管の施工と空調機器据付け技術 ｣ 受講者）

b.　太陽光を導入して 13 年になるが、自分で点検チェックを行うことや管理に対して、十分な知識がなかっ

たので今回良い勉強になった。　　　　　　　　　　　　　　（「太陽光発電システムの設計と施工」受講者）

c.　需要予測の具体的な方法、変動率を用いた計画など実務に取り入れることができそうな内容が多くあった。

	 	 （｢ 営業活動と連動した戦略的生産管理 ｣ 受講者）

 事業主の声

a.　空調関係の仕事ができると仕事の幅が広がる。	 （「冷媒配管の加工・接合技術」受講企業）

b.　受講者の意識が変わりはじめ、自ら行動を起こし、部署をまとめるようになってきた。

（「仕事と人を動かす現場監督者の育成」受講企業）

c.　受講者は生産管理のチームリーダーとしての考え方が変化した。また、チーム内の取組の中で学んだこと

を生かそうとして行動がなされるようになった。	 （「実践　生産性改善」受講企業）


